
1

一人一人に居場所があ
る安全・安心な学校づく
り
楽しい学校生活

2

一人一人に居場所があ
る安全・安心な学校づく
り
優しい言葉遣いや行動
いじめや暴力を許さな
い学校風土作り
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一人一人に居場所があ
る安全・安心な学校づく
り
教育相談
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一人一人に居場所があ
る安全・安心な学校づく
り
環境整備
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大人も子どもも豊かに学
び合う学校づくり　
学習活動の充実
考える力の育成
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大人も子どもも豊かに学
び合う学校づくり　
児童の主体的な取組・
交流活動

・全ての教科で、学習の「見通し」をもち、学びを
「振り返る」習慣の定着を図る。
・校内研究を中心に、児童の興味・関心に基づい
た体験的・協働的な学習活動をデザインし、自ら
学びを広げる力を育む。
・ICT等を効果的に活用し、一人一人が課題意識
をもって探究する場をもてるよう工夫する。

・ICT端末の活用が進み、自分で調べたり考えを共有し
たりする姿は日常的となった。
・特に地域を題材とした学習では、意欲的な活動が目
立ち、主体的な学びの姿勢が育ってきている。
・ICT技能の活用度合いに差があることや、端末が「単
なる調べ学習の道具」に留まっている場面があることが
課題である。

・教員の授業力向上に努めると共に、課題解決にお
いて児童が自ら最適なツール（ICT、図書、観察等）を
選択できるような授業デザインを推進する。
・体験活動の充実と共に、成果物を児童間で共有す
る「発信の場」をデジタル・アナログの両面で設定し、
互いの良さを認め合うことで、さらなる探究心や次の学
習への意欲を喚起するサイクルを確立する。

・学校・学年行事、特別活動等において児童の主
体的な活動を推進する。
・学校生活の様々な場面で交流活動を意図的に
取り入れ、学年内や異学年との交流を図り、児童
の主体性を育む。

・児童会が主催したイベントでは多くの児童が意欲的に
参加し、学校全体の活性化につながった。と同時に、
学年間の参加人数の差や、当日までの運営上の課題
なども見えてきた。
・次年度の本格的な周年の取組に向け、自分たちの手
で学校を祝う喜びを実感できている。

・創立70周年に向け、児童主体による実行委員会を
組織し、スローガン策定や記念行事の企画・運営を行
う。
・交流活動を通じて学校の歴史を学び、仲間との絆を
深める。また、周年を祝うプロセスそのものを教育活動
の柱とし、地域と連携した記念プロジェクトを年間を通
じて実施する。

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業
作りを行い、全ての児童にとって分かりやすく、安
心して学習に取り組める環境を整備する。
・児童の特性や個性に合わせた支援が行えるよう
支援教育コーディネーターを中心としたチームに
よる相談、支援体制を構築する。

・児童、保護者の思いや願い、希望等を捉えた上で支援
ができるよう、家庭との誠実な連携を心掛け、職員間で共
通理解を図ると共に支援教育コーディネーターを中心に
特別な支援を必要とする児童についての相談も随時行っ
た。
・個別のニーズが多様化・複雑化しており、教職員の専門
性向上や、支援に携わる人手の確保が求められる。

・教職員の研修を継続し、よりよい支援の在り方やICT
を用いた支援事例等を共有していく。
・今後も継続して学校生活アンケート後に個別の聞き
取りを行うなど児童自身が相談しやすい環境を整えて
いく。また、保護者に対しても、学校巡回カウンセラー
や教育相談日の周知を推進していく。

・校舎内外の環境整備に努め、安全・安心で生活
しやすい気持ちのよい学習環境づくりを進める。

・校務員の方々の協力もあり、安全で安心できる環境整
備に努めることができた。換気や衛生面など児童の健
康を守る取組も継続して行うことができた。
･廊下やピロティーの歩行については今後も声掛けを
継続していく必要がある。

・今後も教職員が率先して日頃から整理整頓、清掃を
心掛け、より安全・安心で生活しやすい教育環境づく
りに努める
・掲示物についても、教育効果をあげる取組にしてい
けるよう、さらに意識向上を図っていく。

・児童が安心して自分を表現し、学び合える学級
経営を推進する。
・全職員が「チーム宮内」として児童理解に努め、
SOSの早期発見・対応を徹底する。
・ICTを活用した個別最適な学びの提供や、一人
一人の良さを生かした役割設定を通じて、自己肯
定感と自己有用感の向上を図る。
・教育課程や授業時数を見直し、負担感のない、
より充実した学習内容となるよう工夫する。

・アンケート結果からも多くの児童が前向きに登校し学
校生活を楽しんでいることが分かった。一方で「友達関
係」や「学習でのつまずき」から、学校生活に対して楽し
さを実感できていない児童も見られる。
・あまり楽しくないと感じている児童に対しても丁寧に気
持ちに寄り添いながら手厚いサポートができるよう努め
ていく。また、自ら学校生活を楽しもうとする主体性を育
んでいけるよう、活動の在り方や声のかけ方を工夫して
いく。

・「共生＊共育プログラム」を推進し、早期に「SOSの出
し方・受け止め方教育」を実施していく。
・学習面でのつまずきが自信喪失に繋がらないよう、
ICT機器も効果的に活用し「わかる・できる」が実感で
きる授業を工夫することで自己肯定感の向上を図る。
・休み時間の過ごし方の工夫や「なかよしタイム」の質
的充実を図り、皆が安心して過ごせるような環境作り
に努める。

・「自分と他者を大切にする心」を育む教育を推
進し、教職員一丸となっていじめや暴力には毅然
とした態度で臨む。
・児童会が主導する「あいさつ運動」を年間通じて
展開し、明るい人間関係を構築する。
・定期的なアンケートや教育相談に加え、日常の
観察を通し未然防止と早期解決の徹底を図る。

・あいさつ運動等の取組により、進んであいさつをする
児童が着実に増えている点は大きな成果である。
・異学年交流においては、活動の進め方や言葉選びに
難しさを感じている様子も見受けられる。
・いじめを許さない風土は醸成されつつあるが、全校児
童の「当事者意識」をさらに高める必要がある。

・全校児童を巻き込むようなキャンペーンを委員会活
動等を通して児童主体で展開できるよう支援する。
・なかよしタイムでは事前の指導や振り返りを充実さ
せ、他学年への優しい関わり方を具体的に学ぶ場と
する。
・定期的な振り返り時間を確保し、いじめを許さないた
めの具体的な行動について皆で話し合うようにする。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標
「心豊かにたくましく生きていく人間の育成」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇おおらかに　　一人一人が思
いや願いを表現し、学び合う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇たくましく　　　
自ら課題をもち、すすんで取り組む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　〇なごやかに　　互いに認め合い、協力する

・一人一人に居場所がある安全・安心な学校づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　・大人も子どもも豊かに学び合う学校づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域に開かれ、地域と手を結ぶ、信頼される学校づくり

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

学校番号 学　校　名 校　長　名
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大人も子どもも豊かに学
び合う学校づくり　
　
豊かな心の育成と健康
の促進
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・地域に開かれ、地域と
手を結ぶ、信頼される学
校づくり
地域と連携した活動
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・地域に開かれ、地域と
手を結ぶ、信頼される学
校づくり
安全教育・防災教育

10

・地域に開かれ、地域と
手を結ぶ、信頼される学
校づくり
情報発信

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ
・子どもたちがのびのびと自分を表現し、生き生きと学習に取り組む姿から学校
が安心できる場所であることが伝わってくる。掲示物や作品から、大人の発想を
超えた豊かな創造力と探求心が見て取れ、個性が尊重されていると感じる。
・高学年が下級生を思いやり、責任感を持って行動する姿に1年間の大きな成
長を感じる。
・校内が非常にきれいに整えられており、学習環境への配慮が児童の落ち着い
た生活につながっていると感じる。
・一斉授業から児童が自ら課題を考え探求する今の時代にマッチした教育への
転換を感じる。ICT機器を児童が使いこなし、プレゼン力の向上や個別最適な学
び、不登校傾向の児童への支援に活用されている点に感心した。
・児童会が学校の課題に対し自分たちで解決策を考え具体的な行動を起こして
いることが素晴らしい。
・町内会や見守り隊の活動など「安心・安全な町を自分たちで作る」という大人た
ちの姿勢が子どもたちに良い影響を与えている。

・学校経営方針「明日も行きたくなる学校」のもと、今後も児童一人一人が安心して楽しく学校生活を送れること
を最重点目標として職員全員で子どもたちを見守っていきたい。そのためにも全ての児童が自己肯定感や自
己有用感を高められるよう、生活・学習の両面にわたって適切な支援に努めていく。一人一人を丁寧に見取り
ながら、生活面での困り感や学習面でのつまずきを的確に把握し、心の充実を図っていきたい。
・担任が一人で悩まず、学年や級外職員を含めたチームで考え、対応することが定着してきている。より一層の
きめ細やかな支援の充実のため、人員の確保や指導形態の工夫に努めていく。支援教育コーディネーターや
学校巡回カウンセラーの存在が周知されてきて、児童や保護者からさまざまな教育相談を受けることができた。
・各教科の確かな学力の定着、学習活動の充実とともに、GIGA端末の活用や学習形態の工夫による個別最適
な学びの充実に努めてきた。児童が主体的に学びに向かえるよう今後も指導や支援の在り方を工夫していきた
い。
・宮内の特色ともいえる、地域の教育力を生かした教育活動をより充実させていきたい。地域コーディネーター
との緊密な連携を継続し、ゲストティーチャーとのかかわりや体験活動を通して豊かな学びの実現を目指して
いく。また、キャリア在り方・生き方教育とも関連付け、子どもたちが地域に愛着をもち、協働していこうとする姿
勢を育んでいく。

・図書ボランティア等との連携を強化し、日常的に
本に親しむ環境を整える。
・宮内タイムや休み時間を活用した外遊びを奨励
し、運動量の確保と体力向上を図る。
・食育や健康教育を各教科と横断的に実施し、児
童が自らの心身の健康に対する意識を高め、健
康的な生活習慣を身に付けられるよう支援する。

・図書ボランティアの協力もあり、読書への関心は非常
に高い。
・猛暑や降雨等により外遊びが制限される期間が長く、
運動量の確保が課題となっている。学校全体で取り組
む体力向上施策と、多様な気象条件下でも充実した休
み時間を過ごせるような環境設定の両立が求められて
いる。

・気象状況に応じて、体育館の利用割り当ての工夫を
行うと共に「クイズラリー」や「室内遊びプロジェクト」な
ど、児童のアイデアをいかして休み時間の遊びを豊か
にする。
・養護教諭、栄養教諭による各学年の実態に応じた健
康教育、栄養指導を今後も継続して行う。

・学校HPや学校だより等による迅速かつ丁寧な
情報発信に努め、教育活動の透明性を高める。
・学校運営協議会を通じた保護者、地域の方との
意見交換を活性化し、開かれた学校づくりを推進
する。
・学校評価アンケートの結果を分析・公表し家庭
や地域からの信頼に応える教育活動を展開す
る。

・情報発信の頻度や内容については肯定的な評価が
多く、学校の様子がよく伝わっているようだ。
・教育活動への関心を高めていただけるよう、保護者の
要望や地域の意見を迅速に教育活動の改善に結びつ
け、そのプロセスを分かりやすく伝えていく双方向のコ
ミュニケーションの充実が求められている。

・保護者や地域の方々の理解を図りながら引き続き学
校の様子を積極的に発信していく。情報提供を充実さ
せ、開かれた学校づくりに取り組んでいく。
・学校運営協議会でも積極的に学校の取組について
発信していくと共に、保護者や地域の方々がより学校
を身近に感じ、気軽に学校に関わっていけるよう、ボラ
ンティアや参観の機会を増やしていく。

・地域コーディネーターとの連携を基盤に、地域
の教育力をいかした体験活動を充実させる。
・生活科や総合的な学習の時間を通じて宮内の
歴史や産業を学び、地域への愛着を育む。
・創立70周年にむけて地域との交流を充実させ、
学校・家庭・地域の三者による教育活動を推進す
る。

・まち探検やゲストティーチャーとの交流により、地域を
大切にする心や感謝の気持ちをもつ児童が増えてい
る。
・地域との関わりが単発の活動に留まりがちな一面もあ
るため、地域の方々の思いを自分の生活と結びつけ、
感謝をどのように還元し、継続的な支え合いの絆として
深化させていくかが、今後の課題である。

・創立70周年記念事業を軸に、児童が地域の方へ感
謝や学びの成果を発信する機会を系統立てて設定す
る。地域学習の内容を各学年で整理し、6年間を通じ
て宮内の魅力を深く理解できるカリキュラムへと再構
築する。
・学習の狙いを明確にし、児童が地域の一員としての
自覚を高められる取組を強化する。

・定期的な避難訓練に加え、登下校の安全確保
や校内施設の見守り体制を強化する。
・児童会が主体となり、廊下歩行等の安全な通行
を呼びかける啓発活動を展開する。
・地域や保護者と連携した安全点検を実施し、危
険箇所の早期発見・改善に努めるとともに、児童
一人一人の危険予測能力を育成する。

・避難訓練の積み重ねにより、緊急時の行動規範や防
災意識は高まっている。。
・日常の生活においては「廊下を走る」など、安全意識
が行動に結びついていない実態がある。
・地域の方からも「危ない歩行」への指摘があり、わかっ
てはいても行動が伴わない現状をいかに改善するかが
課題である。

・危険を視覚化したマップや動画を児童が作成・公開
するなど、当事者意識を高める取組を推進し、児童主
体での安全啓発活動への参画意欲をさらに引き出し
ていく必要がある。
・高学年が安全な歩行の手本を見せる文化を醸成す
る
・地域や警察等とも連携し、実際の通学路での危険予
測学習を充実させ、日常生活の隅々にまで安全意識
を浸透させる。


